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■ 主な特徴

 ヒトの胃ぜん動運動が精密に模擬され，なおかつ物理的・化学的消化

プロセスを考慮したヒト胃消化シミュレーターを改良

 人工胃液の供給機能と胃消化物の排出機能を追加したことにより，

ヒトの胃消化により近い条件下での評価試験が可能

■ 主な文献等
Kozu, H. et al., Mixing characterization of liquid contents in human gastric digestion 
simulator equipped with gastric secretion and emptying, Biochem. Eng. J., 122, 85-90 (2017)
（本研究は，筑波大学との共同研究により実施）
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